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体内における 
タンパク質の役割2

強靱な筋肉を 
作り維持する

感染と闘うため
の抗体産生

健康な皮膚や 
被毛をサポート

（被毛の90%超
はタンパク質）

消化酵素や 
ホルモンの産生 

（インスリンなど）

タンパク質

HOT TOPIC

タンパク質と高齢ペット

タンパク質は犬や猫の必須栄養素ですが1、
加齢に伴ってタンパク質要求量は変化するで
しょうか。

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要 高齢のペットになぜタンパク質が重要な
のですか？

タンパク質は犬や猫にとって重要な栄養素で、体内で新
たなタンパク質を作るときに使われる「構成単位」であるア
ミノ酸の供給源でもあります。ペットの年齢にかかわらず、
タンパク質は体内で多数の重要な役割を果たします。

正常な加齢現象の一部として、体内では身体的あるいは
代謝的な変化が起こります。そのため、筋肉を維持し修
復する能力、健康な皮膚や被毛、強固な免疫系を有する
ことの重要性がさらに高まります。
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高齢犬 高齢猫

健康な高齢ペットにおいて、タンパク質は腎
臓に有害な作用をもたらさず、腎疾患の原因
とはならないことが多数の研究で確認されて
います1,2。
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高齢のペットは若齢のペットと比べて必要な
タンパク質の量に違いがありますか？

高齢ペットのタンパク質摂取量を制限するの
はどのような場合ですか？

高齢の犬と猫では、タンパク質要求量に違い
がありますか？

犬や猫は加齢に伴って食事に含まれるタンパク質の消化や代謝
の効率が下がることが研究で示されています。科学論文による
と、健康な高齢犬でタンパク質を制限する必要はなく、むしろ
有害であることが明らかになっています1。

健康な高齢のペットは通常、若齢の成犬や成猫よりも多くのタ
ンパク質を摂取する必要があります1,3-6。ペットが長期間にわた
り十分なタンパク質を摂取できないと、最終的に除脂肪体重が
減少しますが、これは筋肉の消耗を意味します（身体は日々、
除脂肪体重から「予備の」タンパク質を利用していますが、これ
が食物由来のタンパク質で補充されなければ除脂肪体重は
徐々に枯渇します）1。除脂肪体重の喪失は、感染症に罹りやす
くなる、さらには寿命が短くなるなど、健康に負の影響を与え
る可能性があります1,7,8。

除脂肪体重を維持するにはタンパク質の量だけでなく、タンパ
ク質の質も重要であることが研究で示されています。高齢ペッ
トの食事には高品質で消化に優れたタンパク質が含まれている
べきです4,9。

以前は、多くの獣医師が高齢ペットにタンパク質制限を推奨し
ていました。タンパク質制限が腎機能の保護に役立つと考えら
れていたからですが、その後、この知見には根拠がないことが
証明されました。

しかし、腎臓病が進行したペットでは、食事に含まれるタンパ
ク質やリンを制限すると有益である可能性があります。慢性腎
臓病では、血液中にタンパク質を分解した際の廃棄物の蓄積が
起こり、吐き気や食欲減退を招くことがあります。このため、腎
臓病が進行したペットでは食事中のタンパク質を制限すると有
益であると考えられます1,2。

	■ 人と同様に、多くの高齢犬、特に活動性が低い犬ではエネ
ルギー（カロリー）要求量が減少し、過体重のリスクが生じ
ます。最適なボディコンディションを維持しながら高いタン
パク質要求量を満たすには、一般的に、タンパク質-カロ
リー比が高い（摂取されるカロリーに対するタンパク質の比
率が高い）食事が必要です1。

	■ 犬とは異なり、猫は約10〜12歳になるとカロリー（エネル
ギー）要求量が実質的に増加します。これは脂質やタンパク
質の吸収能力が低下することに関連していると考えられ
2,7,10、体重減少を招きます。通常、10〜12歳の高齢猫はタ
ンパク質供給量が多く、総カロリーを制限していない、消
化に優れた食事が必要です2,11。

参考文献


